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研究成果の概要（和文）：裁判という制度を抱える現代社会において，「罪に対する罰」は普遍的で素朴な正義
のみで成り立つわけではなく，「法的正義」というより“高次な”正義をも同時に追求している。本研究では，
その前線を担う職業裁判官にフォーカスし，裁判官という役割を与えられるがこそ気づき・考える「法的正義」
を明らかにする。そのために，同一の事件に対する判断を裁判官と一般市民とで比較する実験を行った。一連の
研究の結果，両者には量刑や正当化といった様々な側面において違いがあることが示された。さらに本研究で
は，正当化を測定するための新たな尺度開発にも成功した。

研究成果の概要（英文）：In modern society, which has a judicial system, "punishment for crime" does 
not consist only of universal and simple justice, but also pursues "higher" justice called "legal 
justice" at the same time. In this study, we focus on the professional judges who are at the front 
line of this pursuit, and clarify the "legal justice" that they are aware of and think about 
precisely because of their assigned role as judges. For this purpose, we conducted an experiment in 
which judges and the general public were compared in their judgments on the same case. The results 
of a series of studies showed that there were differences between the two groups in various aspects,
 such as the amount of punishment and justification. Furthermore, this study succeeded in developing
 a new scale to measure justification.

研究分野：社会心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義には（１）正義の複層性の解明に加え、（２）裁判をテーマにした学術的研究において職業裁判官
を扱った研究が圧倒的に少ないという現状を打破するという意義があった。申請者が調べた限り、2000年以降か
ら研究開始時までに行われた研究はWeb of Science上では37件に留まり、そのほとんどは特定の裁判にフォーカ
スした事例研究であった。研究数の少なさゆえ、裁判官の正義が一般市民の正義と何がどう違うのか？といった
問いに対して、実証的データに裏付けされた考察をすることが長らくできないままでいた。本研究では職業裁判
官と一般市民を比較することで、両者の違いのいくつかを示すことができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 

悪いことをすれば罰せられる。「罪に対する罰」という正義は，社会的動物であるヒトにとっ
てきわめて普遍的で素朴な心理である。しかし，裁判という制度を抱える実社会はもっと複雑で
あり，「罪に対する罰」は普遍的で素朴な正義のみで成り立つわけではなく，「法的正義」という
形而上学的で文化・時代依存のいわばより“高次な”正義をも同時に追求している。現代社会に
おいて「罪に対する罰」にかかる正義は，素朴な正義の上に「法的正義」があるという複層的な
構造をなしている（Schmitt, 2016）。本研究の対象となる 職業裁判官は，そうした複層的な正
義を実現する前線としての役割を担っている。本研究における学術的問いは，裁判官が「裁判官」
としての役割を意識したとき，「一個人」としての立場を超えていかなる正義を思いめぐらし，
その正義をどう知識や経験と関連づけ，量刑などの判断に算定しているのか？という問いであ
る。この問いの検証は「罪に対する罰」に関わる正義について，①ヒトが普遍的に素朴心理とし
て持っている部分と②専門家としての社会的役割を与えられるがゆえに気づき発想する“高次
な”部分（法的正義）とを切り分けるためにある。 

介護疲れで親を殺害したという事件の場合，裁判官自身も，高齢の親をもつ一人の人として被
告人に同情し「やむを得ない事情で殺害したのだから刑を軽くしてやりたい」と内心では思うか
もしれない。しかし，「裁判官」としての役割を与えられているがゆえに，「同情はするが，この
点に関しては情状事由とはならない。したがって法的には罪を免れえない」と考え，重い実刑を
言い渡すこともあるだろう。 

②の職業裁判官という役割を与えられるがこそ気づき・考える「法的正義」を抽出する意義の
一つは，裁判という制度を抱える現代社会における「罪に対する罰」に係る正義の複層性を探る
という点にある。 

 

２．研究の目的 

司法関連の社会心理学における代表的な国際誌を俯瞰すると，刑事裁判に関する国際的研究
には裁判員・陪審員といった一般市民を対象としたものに限ればある程度の蓄積がある。一般市
民が抱く「罪に対する罰」の正義について簡潔にまとめてしまえば，極めて応報的であり
（Carlsmith, 2006; 綿村他, 2010），怒りなどの一時的な感情や量刑相場によるアンカーなどの
影響を受けやすい（Lerner et al., 1998，綿村他, 2014）。しかし，「実は，裁判官も一般市民と
同じように応報的ではないのか？」，「裁判官でも感情やアンカーによって刑を変えてしまうこ
とはないのか？」，「なぜ裁判官は一般市民とは乖離した判断をすることがあるのか？」といった，
裁判官に焦点を当てることによってしか検証できないリサーチクエスチョンについての研究例
は乏しい。本研究は，職業裁判官を直接検証することにより，日本を含め国際的にもブラックボ
ックスであったその心理にメスを入れ，裁判官という役割を与えられるがゆえに発揮される「法
的正義」の実態に迫る。 

 

３．研究の方法 

現役あるいは元裁判官と一般市民の判断を比較する実験を行った。両者に同一の事件を提示し
たうえで，「この被告人にはどれくらいの量刑を与えるべきだと思いますか？」といった質問に
対して回答してもらった。本研究の切り口として，量刑だけでなく応報や特別予防といった正当
化（justification）の違いに注目した。 

 

４．研究成果 



英文の学術論文，学会発表として結実した。最も重要な成果は「正当化を測定する尺度」の開発
であった。尺度開発は本プロジェクトの中心的タスクではなく，方法論の提案という位置づけに
すぎなかった。しかし，最近の法学的理論を検証可能なレベルに落とし込んだこと，今後の応用
可能性があることを鑑みるに，大きな学術的価値を有している。探索的に行ったいくつかの研究
でも重要な示唆を得ることができた。 
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